
平成３０年度 校内研修会（東京都道徳教育推進拠点校）計画概要 

荒川区立第五中学校 

 

 

東京都道徳教育推進拠点校設置の趣旨 

  学校教育施行規則及び中学校学習指導要領等の一部改正による「特別の教科 道徳」

（道徳の教科化）実施に向けて、指導内容の先行実施を行うなど道徳教育に先進的に   

取り組んで研究開発等を行い、各区市町村における道徳教育推進の中核的な役割を

担う学校として設置する。 

 

 

１ 研究主題 

「考え、議論する道徳」～授業改善と評価のあり方の研究～ 

 

２ 主題設定の理由 

  平成３１年度より、中学校でも道徳が「特別の教科 道徳」として全面実施される。

それに向けて、教員がその背景・主旨を理解し、授業改善と評価方法について学んで

いく必要がある。今年度、本校は「東京都道徳教育推進拠点校」の指定を受け、その

取り組みとして必要不可欠であると考える。 

 

３ 現状と課題 

【現状】 

・道徳の授業の時間では、各学年の道徳担当が授業の資料と指導案を出し、担任が

授業を行っている。 

【課題】 

・道徳の授業が人物の心情の読み取りになってしまう傾向にあり、自分のこととし

て考えることができていない。 

・来年度の教科化に対して、評価の仕方の理解が曖昧であり、その材料も乏しい。 

 

４ 研究テーマに沿った重点的に取り組む内容 

・生徒が主体的、対話的に取り組むことができるように授業の形態の工夫を考える。 

・共通の書式のワークシートを毎授業ごとに書かせ、１単位時間内での評価と中・

長期的な評価の材料として活用する。 

・適正な評価のあり方について研究を深める。 

 

５ 研究実施計画 

第一回 ４月１１日（水） 研究の進め方についての共通理解 

第二回 ５月１６日（水） 講師による講話 

（道徳の原理や新学習指導要領との違いなど） 

第三回 ７月１１日（水） 研究授業・講師による研究協議会 

第四回 ９月１５日（土） 道徳授業地区公開講座 

              ・各クラス道徳授業の公開授業 

              ・研究協議会及び意見交換会 



第五回 １２月１９日（水） 講師による講和 

（評価のあり方について） 

第六回  ２月１５日（金） 研究授業・研究協議会 

（域内の教員に呼びかける） 

第七回  ３月１３日（水） 研究のまとめ 

 

６ 講 師 

    麗澤大学大学院学校教育研究科 道徳教育専攻 准教授 

鈴木 明雄 氏     

    ＜プロフィール＞ 

     ・東京都公立中学校数学科教諭 

     ・東京都教職員研修センター統括指導主事 

     ・荒川区教育委員会指導室長 

     ・東京都教育員会主任指導主事 

     ・東京都北区立飛鳥中学校長 

     ・文科省道徳教育の充実に関する懇談会委員 

     ・道徳教育の改善に係る調査研究協力者（学習指導要領特別の教科道徳総則

等担当） 

 

７ 域内の学校への発信・周知方法 

・９月１５日に行われる「道徳授業地区公開講座」については、一次案内を７月中に

区内各幼小中学校、学校関係機関に配布するとともにＨＰに掲載する。 

・２月１５日に行う公開授業については１２月中旬に最終案内を区内各幼小中学校、

学校関係機関に配布するとともにＨＰに掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


